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は
、

『

新
佛
教
』

が

植
民
地

行
政
・

教

育
・

布
教
の

当

事
者
達
も

含
む

多

様
な
人
々

を

網
羅
す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

で

あ
る
こ

と

は

わ

か
っ

た

が、

そ

の

こ

と

で

戦
争
反
対
か

賛
成
の

二

項
図
式
を
超
え
る

可
能
性
と
、

植
民
地

文
化
に

対
す
る

「

上

か

ら

目
線
」

の

態
度
を
克
服
す
る

可
能
性
が

あ
っ

た

の

か
と
の

質
問
が
な

さ
れ
た

。

高
橋
は、

『

新
佛
教
』

が

様
々

な
陣

営
を

つ

な

ぐ
言

論
の

場
で

あ
っ

た
が

ゆ

え
に、

可
能
性
と

し
て

は

あ

り
え
た

が
、

社

会
主
義

弾
圧
に

屈
し
て

廃
刊
に

追
い

込
ま
れ
た

事

情
を

考
え
る

と
、

そ
の

後
の

国
家
神
道
体
制
下
で

独
自
の

ポ

ジ

シ
ョ

ン

を

保
ち

得
る

の

は

難
し

か
っ

た
、

と

答
え
た

。

守
屋
報
告
に

対
し

て

は、

戦

争
協
力
者
か

批
判
者
か

意

見
が
わ
か

れ

る

鈴
木
大
拙
に

つ

い

て
、

意

見
を
さ

ら
に

聞
き

た

い

と

の

問
い

か

け
が

あ
っ

た
。

こ

れ
に
対
し
て

守
屋
は
、

「

潜
在
的
な

批
判

者
」

と
い

え
る

の

で

は
な
い

か
、

エ

ッ

セ

イ

や

著
作
な
ど
の

公
的
な

発
言
以
外
に

、

私
的
な

書
簡
や
［

［

記
を
あ
わ

せ

て

検
証
す
る
必
要
が
あ
る

と

答
え
た

。

坂

本
報
告
に

対
し
て

は、

鞍
点
戦

略
の

う
ち
何
を

も
っ

て

「

最
善
」

と

す
る

の

か
、

高
嶋
の

具
体
的
活

動
か
ら

抽
象
的
思

想
が

生

ま

れ
た
例
は

な
い

の

か
と

い

う
質
問
が
な
さ
れ

た
。

坂
本
は
、

鞍
点
戦
略
と

い

う
捉
え
方
は、

高
嶋
が
自

身
で

信
じ

る

内
容
を

最
大
限
言
え
た

か
と

い

う
点
の

み
を
問
題
に
し
て

お

り、

後
世
に

お
け
る

そ
の

主

張
の

評
価
は

別

の

問
題
で

あ
る、

高
嶋
の

具
体
的
活
動
と
抽

象
的
思
想
の

相
互
作
用
を

考

察
す
る

に

は
、

「

新
佛
教
』

の

時
代
よ

り
も、

資
料
が

あ
れ

ば

大
正
］

○

年
の

聖

徳
太
子

＝一一
〇

〇

年
法
要
の

ほ

う
が
有
意
義
で

あ
る

と

答
え
た

。

　

今
回
の

パ

ネ
ル

を

通
じ

て
、

過
去
三

年
間
の

パ

ネ
ル

も
含
め

た

新
仏
教

研
究
（

さ

ら
に

は

近
代
仏
教
研
究）

の

課
題
が
明

確
に

な
っ

た
。

こ

の

四

年
間
の

取
り
組
み

を

共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト

の

成
果
と
し
て

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト
で

き
れ
ば
と

思
う

。

日

本
宗
教
の

環
境
倫
理

と

社
会
活
動

代
表
者
・

司
会
　
寺
田
喜
朗

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
小
島
伸
之

シ

ン

プ
ル

ラ

イ
フ

普
及
セ

ン

タ
ー

の

　

仏

教

理

念
と

市
民
的
実

践

小

笠

原

　
宏

樹

　
環
境
問
題
に

取
り
組
む

宗
教

者
の
一

例
と
し

て
、

静

岡
県
の

一

寺
院
に

事
務
所
を
置

く
NPO

法
人
シ

ン

プ
ル

ラ

イ

フ

普

及
セ

ン

タ
ー

を
と

り
あ

げ
る

。

メ

ン

バ

ー

は
既
成
教
団
（
仏

教
・

神
道
・

キ

リ

ス

ト
教
）

に

属
し

つ

つ

「

簡
素
な
生
活
文
化
の

実
践
に

よ
る

持
続
可
能
な
社
会
づ

く

り
」

を

呼
び
か
け
て

き
た

。

　
一
　

政
教

分
離
原
則
と

全
体
の

利
益
増
進
へ

の

貢
献

　
NPO

法
人
は

、

「

宗
教
の

教

義
を

広
め、

儀
式
行
事
を
行
い
、

及
び

信
者
を
教
化

育
成
す
る

こ

と

を
主
た

る

目
的
と

す
る

も
の

で

あ
っ

て

は
な

ら
な
い

（
NPO

法
第
2
条
第
2
項
第
2
号
イ）
」

と

さ
れ
る

。

た
だ
、

こ

れ
は
一

般
的
な
公
益
（

人
権
・

平
和
・

環
境
・

健
康
等
の

肚
俗
的
価
値）

増
進
を
め

ざ
す
NPO

活
動
ま
で

宗
教
者
に

禁
じ

た

も
の

で

な

い
。

そ
こ

で

当
該
団
体
の

定
款
第
3
条
（

目
的
）

で

は
、

こ

の

ラ

イ
フ

ス

タ
イ
ル

見

直
し
運
動
に

つ

い

て

「

こ

の

法
人
は
、

古
今
・

東
西
の

人
文
・

社
会
思
想

あ
る
い

は

流
行
等
に

あ
ら
わ

れ

た

『
簡
素
な
生

活
」

様
式
と
、

こ

れ

に
関

連
す
る

科
学
技
術
上
の

実
際
的
問
題
を
、

研
究
者、

経
営
者、

市
民
が
共

同
し
て

調
査
・

研
究
し

、

そ
の

広
範
な

領
域
の

な
か

か

ら
今
後
の

現
代
生
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活
に
一

層
適
合

的
な

知
識
・

理

論
・

技
術
体

系
で

あ
る

『

シ

ン

プ
ル

ラ

イ

フ
』

ス

タ

イ
ル

の

構
築
・

確
立
を
は
か
る

事
業
を

行
う

。

ま
た

『

シ

ン

プ

ル

ラ

イ
フ

』

ス

タ

イ

ル

の

国
内

外
一

般
へ

の

教
育
・

交

流
・

提
言
事
業
を

展

開
し

つ

つ
、

…

中
略
…

生

活
の

充
足

度
を

維
持
し

、

健
康
増
進
を
は

か

り、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
・

省
資
源
を
達
成
さ

せ

…

中
略
…

広
く
全

体
の

利
益

の

増
進
に

貢
献
す
る

こ

と

を
目

的
と

す
る
」

と
い

う
。

つ

ま

り、
「

シ

ン

プ
ル

ラ

イ
フ

」

ス

タ

イ
ル

研
究
・

構
築
を

前
段
と

し、

後
段
は

「

シ

ン

プ

ル

ラ
イ

フ
」

ス

タ
イ
ル

普
及
と

い

う
二

段
階
の

目
標
設
定
に
あ
て、

宗
教

的
（

あ
る

い

は
仏

教
的）

要
素
は
、

「

古

今
・

東
西
の

人
文
・

社
会
思
想

あ
る
い

は
流

行
等
に

あ
ら
わ
れ
た

『
簡
素
な
生
活
」

様
式
」

の

中
へ

括
り

込
む
形
に

整
え
ら
れ

て

い

る
。

要
は
、

活
動
の
一

つ

が
「

簡

素
な
生
活
様

式
探
求
」

で

あ
り、

各
宗

教
の

倫
理
観
や
教
義
は

背
景
と
し
て

扱
わ
れ

、

述
語
そ
の

ま
ま
の

引
用
は

極
力
避
け
ら

れ
る

形
だ
っ

た
と
理

解
で

き
る

。

　
二

　
前

身
と
し

て

の

「

地
球

文
明
シ

ン

ポ
ジ
ウ

ム

ニ

OOO

」

　
こ

の

方
針
は

、

技
術
者
出
身
の

個
性
的
な
一

僧
侶
が

創
め

た

シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

活
動
に

基
づ

く
。

当
該
団
体
の

前

身
は

「

地

球
文

明
シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

．
一
〇

〇

〇
」

（
主
宰
冖

内

藤
歓
風
［

日
蓮
宗］
）

で

あ
り、

二

〇

〇

〇

（
平

成

十
二
）

年
六
月
の

第
一

回
豊
か

さ

シ

ン

ポ

ジ
ウ

ム

で

は

［

充
足
革
命
へ

の

提
言
］

を

謳
っ

て

次
の

よ

う
に

言

う
。

「

二

〇

世
紀
を

支
配
す
る

市
場

経
済
シ

ス

テ

ム

は
、

『

欲

望
』

『

所
有
』

『

個』

を
キ
ー
ワ

ー

ド
に

発

展
し、

そ

の

結
果
今
日
の

地
球
環
境
問
題
の

根
本
原
因
で

あ
る

資
源
多
消
費
の

構

造
を
生

み
出
し
た

。

こ

の

市
場
経
済
シ

ス

テ

ム

の

機
会
費
用
と
し
て

出
現

し
て

き
た

の

が、

『

豊
か

さ
と

幸
福

感
の

乖

離
と

価
値
観
の

欠

落
』

「

公
共

の

場
の

喪
失』

『

時
間
消
費
に

伴
う
家
族
・

地
域

社
会
の

崩
壊
』

で

あ
る

。

今
日
の

持
続

不
可

能
な
社

会
・

経
済
シ

ス

テ

ム

は
、

地
球
環
境
を
破
壊
す

る

前
に

、

人
類
が

築
き
上

げ
た
社

会
シ

ス

テ

ム

自
体
を

破
滅
へ

と

導
き
か

ね
な
い

。

社
会
シ

ス

テ

ム

と
し

て

の

迅

速
な

対
応
を

行
わ

な
い

限
り、

テ

ク

ノ

ロ

ジ
ー

を

中
心
と

す
る

環
境
効
率
革
命
だ

け
で

は

二
一

世
紀
の

人
類

に

未
来
は

な
い
」

。

こ

の

観
点
を

活
か
す
ア

ク

シ

ョ

ン

プ
ロ

グ
ラ

ム

実
現

の

た
め

、

当
該
団
体
の

設
立
に

至
っ

た

も
の

で

あ
る

。

　
＝ 一

法
入
認
証
後
の

シ

ン

プ

ル

ラ

イ

フ

普
及
セ

ン

タ

ー

の

活
動

　
運
動
（

啓
発）

型
NPO

と

し

て

設
立
後
八
年
で

三

十
四

回
の

イ
ベ

ン

ト

を

開
催
し
た
。

内
訳
は
、

十

曜
学
校
シ

ン

プ
ル

ラ

イ
フ

講
座
（
通
例
の

学
習
会
／
年
二

〜
四
回
開
催）

を
こ

れ
ま
で

に

二

十一
．

回
。

生

活
文
化
講

演
会
（
特
例
の

講
演
会
／

年
一

回）

を
八
回

。

市

民
大

学
講
座

（

伊
東
市

の

委
託
事
業）

．

回
。

五

周
年

記
念
シ

ン

ポ
ジ
ウ

ム
一

回。

内

部
学
習
会

を
二

回
。

他
機
関
・

他
団

体
に

事
業
協
力
（
ラ

イ
フ

ス

タ

イ

ル

フ

ォ

ー

ラ

ム

ほ

か）

多
数

。

な
お

土

曜
学

校
・

生
活

文
化
講

演
会
の

学
習
テ

ー

マ

に

つ

い

て

付
言
す
れ
ば

、

環
境
科
学
な
ど
網

羅
・

理

念
的

な
初
期
の

も
の

か

ら
、

老

化
・

健

康
な
ど

個
別
・

具
体
的
話
題
へ

と

遷
移
し
て

い

る
。

現
代
日

本
の

大
学
生
の

モ

ノ

供
養

観
隈

　
元

　
正

　
樹

　

我
が

国
で

は
、

ヒ

ト
に

限
ら

ず、

動
植
物
や
、

無
生

物
（
睡

モ

ノ
）

に

ま
で
、

生

命
や

意
識
の

存
在
を

認
め

、

そ
れ

を

畏
れ、

供
養
し
て

き
た
伝

統
が

あ
る、．

人

形
供
養、

針
供
養、

筆
供
養
な
ど
は

そ
の

代

表
的
な
も
の

で

あ
る
。

近
年
で

も、

そ
れ
は

廃
れ

る

ど
こ

ろ

か
、

パ

ソ

コ

ン

供

養
や

テ

レ

ホ

ン

カ

ー

ド

供
養
に
い

た

る

ま
で
、

次
々

と

新
た

な
対

象
を
加
え
て

お
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